
カバークロップ（緑肥）の作付けの取組 
－Ｋ氏取組事例（長野県南佐久郡川上村）－ 

【取組概要】 
・取組内容 化学肥料、化学合成農薬の５割低

減の取組とカバークロップ（緑肥（ラ
イ麦））の作付け 

・取組面積 2.5ｈａ（レタス） 
・経営概要 レタス中心に５ｈａ           

○ 化学肥料を使用しない特別栽培を実践し、土
づくりとして堆肥の施用に加え、カバークロップ
（ライ麦）の作付けを実施。 

 

〇 平成24年にレタス栽培でエコファーマー※認
定を取得。ほ場毎に「生産工程管理記録」が作
成され、いつ、どのような栽培を行ったか、販売
先にも情報開示。 

 

   ※ ｢持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（平成11年）｣に   
    基づき、たい肥等による土づくりと化学合成肥料・化学合成農薬の使用低減 
    に一体的に取り組む農業者。 
 

〇 生産されたレタスは卸売業者から各地の生
協、大手スーパー、飲食チェーン店に特別栽培
農産物として販売。    

秋のほ場の様子（カバークロップ・ライ麦栽培） 

各農業者毎に記している栽培管理簿 

かわ かみ 



集落全体で取り組む有機農業 
－農事組合法人 エコファーム巻島（新潟県長岡市）－ 

紙シートマルチ田植え（雑草抑
制）を導入した有機栽培ほ場 

住宅隣接地での減農薬減化学
肥料栽培「エコ･５-５」ほ場 

大規模な住宅地に隣接するほ場 

【取組概要】 
・取組内容 有機農業 
・取組面積 3.7ｈａ（水稲） 
・経営概要 水稲30ｈａ、大豆９ｈａ、他１ｈａ、

構成員24戸（一集落一法人）     

○ 地元ＪＡの減農薬減化学肥料栽培米運
動「エコ・５-５」にいち早く賛同し、エコ・５-５
JGAP生産部会の一員として2010年に
JGAP取得。 

 

○ 水稲は有機栽培3.7ha（コシヒカリ）、その
他は全て化学肥料・農薬を５割低減した栽
培の特別栽培農産物（コシヒカリ、こしいぶ
き）。 

 

○ 管理作業は集落全体でとの思いから構
成員全員で行い、除草剤削減など環境を
意識した生産活動による、住宅地を意識し
た農業を実施。       

ま き じ ま 



湖辺地域における水質保全と景観に配慮した農業の実践 
－大中の湖ブロッコリー生産部会（滋賀県近江八幡市）－ 

【取組概要】 
・取組内容 化学肥料、化学合成農薬の５割 
        低減の取組と炭素貯留効果の高 
                 い堆肥の水質保全に資する施用 
・取組面積 6.4ｈａ（ブロッコリー等） 
・経営概要 ブロッコリー以外に施設果菜や水

稲の複合経営、部会員13名       

○ 湖水の水質保全に向けて堆肥の施用に
取り組むとともに、水稲栽培におけるカメム
シ対策を兼ね、ほ場周辺の除草管理に努め
るなど、周辺地域の環境に配慮した取組を
実施。 

 

〇 部会においては、消費者等からの問い合
わせに対応できるよう、共通の様式で生産
履歴を管理。 

 

〇 県の｢環境こだわり農産物認証｣を受け、
ブランド農産物として販売。 

取組ほ場（ブロッコリー） 

共通様式による生産履歴
の保存 

環境こだわり農産物認証 

だい  なか おう  み はち  まん 



集団で取り組む有機農業 
－ＪＡ紀南有機食材生産研究会（和歌山県田辺市）－ 

【取組概要】 
・取組内容 有機農業 
・取組面積 １４．９ｈａ（うめ） 
・経営概要 梅（１８．５ｈａ）、構成員15名       

○ 本地域はうめの大産地。地域の活性化
を目的に、平成20年に同研究会を設立。 

 

〇 本研究会においては、有機種苗生産の
試験研究や栽培技術の向上を進めるとと
もに、消費者等の川下との情報交換・意見
交換を通じて有機農産物の認知度向上に
取り組んでいる。 

 

〇 今後も、紀南地方にあった技術確立と経
営の安定化を図り、さらにブランド力を高め
産地化を目指す。     

園地（うめ） 

有機ＪＡＳ農産物の出荷 

た  な  べ 



Ｉターン仲間との交流を通じて有機農業を地域に根ざす取組 
－Ｋ氏（広島県東広島市）－ 

【取組概要】 
・取組内容 有機農業 
・取組面積 1.8ｈａ（水稲：0.8ｈａ、野菜1.0ｈａ） 
・経営概要 ２ｈａ       

○ 耕作放棄地であった棚田を活用して、有
機農業により水稲と野菜を生産。 

 

〇 30代を中心とする６戸の有機栽培農家と
｢おいしいわ｣を設立し、情報交換等を行う
とともに、広島県有機農業研究会やＩターン
の30代の仲間との連携をとりつつ、新規就
農者へ支援。 

 

〇 将来的には、機械化を進め、従業員の
雇い入れ、研修生の受け入れなど、有機
農業に関心のある若者の育成を検討。     

耕作放棄地の棚田を再生 

除草のためのアイガモ利用 



緑肥の作付けやアイガモを活用した環境保全型農業の取組 
－合鴨研究会（香川県綾川町）－ 

【取組概要】 
・取組内容 化学肥料、化学合成農薬の５割 
        低減の取組とカバークロップ（緑 
                 肥）の作付け 
・取組面積 2.2ｈａ（水稲） 
・経営概要 合鴨農法取組面積 ４ｈａ 
        組合員10名       

○ アイガモを活用した水稲栽培技術の向
上、資材の共同購入、生産物の共同出荷
等を目的に活動。 

 

〇 土壌の性質改善に向け、平成24年度よ
り緑肥の作付けに取り組む。 

 

○ 農協が合鴨米として京阪神地域へ出荷
し高値で取引。 

 

○ 「綾鴨」のブランド名で合鴨米、合鴨肉を
ネット等で販売。 

緑肥の作付けの取組ほ場 

「綾鴨」ブランドの合鴨肉 水田でのアイガモ 

緑肥のすき込み作業 

あや がも 

あい がも あや  かわ 


